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SPACE のモデラーには、解析用モデルを効率的にしかも正確に入力す

るために、多くの機能が用意されている。本章では、これらを機能別に

分類し、多くの設定項目を分かり易くまとめている。 

 
  
解析モデルを新規に作成する場合、初期設定ウイザードが自動的に働

くことになる。このウイザードはダイアログを表示し、最初に定義しな

ければならない情報の入力を求める。本節では、初期設定ウイザードが

表示させるダイアログを示し、最初に設定すべき情報が何であるかを説

明する。 

モデラーの起動は SPACE のメニューから[モデラー]→[骨組モデル]

→[新規作成・変更]を選択することで行うことができる(図 5-2-1)。ま

た、モデラーの起動ツールチップ*１からも立ち上げることが可能である。 

 
 
 新規作成の場合、順にダイアログが表れ、必要な初期設定がウイザー

ド形式で実行される。まず、図 5-2-2 に示す構造物のタイトル設定ダイ

アログが表示される。ここでは、構造データファイルの先頭に書かれる

コメントを設定することになる。 

このダイアログでは、まず、「内容変更」ボタンを押し、次に、タイ

トル行数を入力する。ここでは、8行以内に制限されていることに注意

されたい。タイトル行数を設定し終えると、その行数分、タイトルが入

力可能状態となる。この入力域にデータを入力し、「OK」ボタンを押す

ことでタイトルが設定できることになる。 

 

 

第 5章 モデラーにおける設定 

5.1 はじめに 

5.2 ウイザードに

よる初期設定 

図 5-2-1「モデラー新規作成」メニュー 

*1
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タイトルを設定し、「OK」ボタンを押すことで、このダイアログでの

設定処理が終了する。 

タイトルを設定し終えると、続いて自動的に図 5-2-3 に示すダイアロ

グが表示される。ここでは解析モデルの選択を行うことになる。このモ

デラーでは、解析モデルは、平面フレーム(2 次元)、立体フレーム(3 次

元)、スペースフレームに分類されており、以後、ユーザーの選択した

モデルによって各々異なった入力方法が用いられる。 

 

解析モデルの選択は、描画されている各モデルの図形をマウス左ボタ

ンのクリックで指定する。指定されたモデルは、タイトルが太文字で表

示される。選択後は、「次へ」ボタンを押す。次に表示されるダイアロ

グは、ここで選択した 3種の解析モデルによって異なる。 

図 5-2-2「構造ファ

イルのタイトル」

ダイアログ 

図 5-2-3「構造ファ

イルのタイトル」

ダイアログ 
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平面フレームを選択すると、次に構造物の規模を設定するダイアログ

（図 5-2-4）が表れる。ここで、平面の選択、規模を設定する通り芯数

と階数を設定する。「次へ」ボタンを押すと、スパン長と階高を設定す

るダイアログ(図 5-2-5)が表示される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 次に、通り芯の位置を設定するダイアログを用いて、スパン長と階高

を入力する。入力終了後、「OK」ボタンを押し、設定が完了する。 

 
 

立体フレームを選択すると、次に構造物の規模を設定するダイアログ

(図 5-2-6)が表れる。ここで、規模を設定する通り芯数と階数指定し、

図 5-2-4「構造物の規模」ダイアログ 

図 5-2-5「通り芯の設定」ダイアログ 

まず、平面骨組では、3次元座標中でどの座

標系を使用するかを選択する。次に、スパン

数と階数を入力する。この数値は、構造物の

通り芯数と最大階数を決めるものである。こ

こで、階数に 0を設定すると、連梁の解析と

なる。 

全て設定し終えた後は、「次へ」ボタンを押

す。これで、このダイアログでのデータ設定

は終了である。 

ここでは、スパン長(cm)

と階高(cm)を入力する。ま

た、通り名、層名、階名は、

規定値が設定されている

が、ここでは、これを変更

することもできる。なお、

指定したこれらの名前は

レポーターなどで使用さ

れる。 

設定終了後、「OK」ボタン

を押すと、次のステップに

移る。 
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「次へ」ボタンを押すと、その値に従ってスパン長と階高を設定するダ

イアログが表示される(図 5-2-6)。 

 

次に、通り芯の間隔を設定するダイアログ(図 5-2-7)を用いて、スパ

ン長と階高を入力する。入力終了後、「OK」ボタンを押すと、設定が完

了することになる 

 
 
 スペースフレームを選択すると、次にスペースフレーム構造の形状を

設定するダイアログ(図 5-2-8)が表れ、そこで、形状種別を選択する。 

 

立体骨組では、X方向と Y方向のスパン数と

階数を入力する。この数値は、構造物の通り

芯数と最大階数を決めるものである。 

全て設定し終えた後は、「次へ」ボタンを押

す。これで、このダイアログでのデータ設定

は終了である。 

図 5-2-6「構造物の

規模」ダイアログ

ここでは、X 方向と Y

方向のスパン長(cm)

と階高(cm)を入力す

る。また、通り名、層

名、階名は、規定値が

設定されているが、こ

こでは、これを変更す

ることもできる。指定

したこれらの名前は

レポーターなどで使

用される。 

設定終了後、「OK」ボ

タンを押すと、次のス

テップに移る。 

図 5-2-7「通り芯の設定」ダイアログ 
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ここで、形状を選択し、「次へ」ボタンを押すと、該当する形状の設

定用パラメータを入力するダイアログが表示される。これらについては、

第 4章を参照されたい。例として、図 5-2-9 に「単層ラチスドーム構造」

に関するダイアログを示す。 

 

  

図 5-2-8「スペース

フレームの形状の選

択」ダイアログ

図 5-2-9「単層ラチ

スドームと下部構造

パラメータ入力」ダ

イアログ
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以上で解析モデルの通り芯系やスペースフレームの形状が決定され

た。次に、これから使用する断面要素、あるいはスペースフレームで既

に使用した要素断面を作成する必要がある。そのため、初期設定ウイザ

ードは、CAD で部材や節点を割り付ける前に、使用する断面要素データ

を設定することを要求する。 

初期設定ウイザードによる次の表示は、要素データと特殊断面データ

を作成するダイアログである。ここでは、解析モデルで使用する部材要

素を設定する。ただし、スペースフレームでは、既に要素が予約され使

用されているので、該当する要素や特殊断面データを適切な順序で設定

しなければならない。使用要素に関する情報は、パラメータ設定ダイア

ログ終了直後、図 5-2-11 のように示される。 

 

 

 

 
 
 
 
 
  
標準的なモデラー画面が図 5-3-1 に示されており、そこの画面は、CAD

でデータを設定する基本構成状態となっている。画面右側の 4つのウイ

ンドウは、各々骨組平面図（左上）、立面軸組図(X 通り面：左下)、立

5.3 表示画面 

図 5-2-10 「要素

データ登録」ダイ

アログ

このダイアログは、要素デ

ータを作成するメイン画

面である。ここから、多く

のオプションを選択し、要

素データを作成する。 

使用方法は、5.6 節で詳細

に説明する。 

図 5-2-11「スペースフレーム

で使用した要素」メッセージ 
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面軸組図(Y 通り面：右上)、骨組透視図（右下）である。ここでは、既

に設定した通り芯や構造物の規模などを利用して、構造物の外形を表す

通り芯とその記号が表示されている。 

 

 
 
 

まず、4つの画面の基本的な操作法について説明する。画面を拡大し

たい場合は、各ウインドウの上部青色のタイトル部分をマウス左ボタン

でダブルクリックする。また、元の状態に戻したい場合は、同じく上部

右側の真ん中のツールチップを一回押す。これで図 5-3-1 に示すモデラ

ーの基本構成状態に戻ることになる。次に、ウインドウ内の図形の拡

大・縮小に関する操作法を示す。3つの図面と透視図では、操作法が少

し異なる。まず、各図面の操作法について述べる。図面の拡大は、Shift

キーもしくは Ctrl キーを押しながらマウス左ボタンを押し、向こう側

にドラッグする。同様に、手前に引きながらドラッグすると、その図面

は縮小する。Shift キーと Ctrl キーの違いは、微小に変化させる場合

は Shift キーを、また大きく変化させる場合は Ctrl キーを用いる。 

次に、図面を横、縦に移動させたい場合は、Shift キーもしくは Ctrl

キーを押しながら、マウス左ボタンをダブルクリックし、押した状態で

その方向にドラッグする。これで、図面が移動する。Shift キーと Ctrl

キーの違いは、拡大・縮小操作と同じである。 

次に、透視図に関連する操作法を学ぶ。まず、拡大・縮小はマウス左

図 5-3-1 モデラー画面の基本構成
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ボタンを押しながら、手前もしくは向こう側にドラッグする。これで透

視図が拡大・縮小する。透視図回転の操作は、Shift キーもしくは Ctrl

キーを押しながら、マウス左ボタンを押し、上下・左右にドラッグする

と、x・y 軸について、あるいは z 軸について図形中心位置を中心に、

図形が回転する。また、Shift キーもしくは Ctrl キーを押しながら、

マウス左ボタンをダブルクリックし、そのままドラッグすると、透視図

が平行移動する。 

モデラーの基本構成図以外で、新しくウインドウを開きたい時は、新

規ウインドウツールチップ*2を押す。また、ウインドウをタイル状に分

割して表示するには、ウインドウ分割ツールチップ*3を、ウインドウを

重ねて表示させたい時は、ウインドウ重ねて表示ツールチップ*4を押す。

ただし、一端、上記のウインドウ表示を行うと、元のモデラー基本構成

状態に戻らないので注意して使用されたい。 

 
  
ツールバー上のボタンをツールチップといい、モデラーでは横に配置

されているツールバーをツールバーＡ、同じく縦はツールバーBと呼ぶ。
表 5-1 には、ツールバーＡのツールチップがまとめられている。 

 
       表 5-1 ツールバーＡの機能 

 
チップ

番号 記号 名前 機能 適用 

１  部材表示チップ 
図面上の部材線分が表示と非表

示とに反転される。 
各図面ごとに表示と非

表示が適用される。 

２  節点表示チップ 
図面上の節点記号が表示と非表

示とに反転される。 

各図面ごとに表示と非

表示が適用される。 

３  部材番号表示チップ 
部材番号が表示と非表示とに反

転される。 

部材表示が On になって

いないと表示されない。

４  要素番号表示チップ 
要素番号が表示と非表示とに反

転される。 

部材表示が On になって

いないと表示されない。

５  節点番号表示チップ 
節点番号が表示と非表示とに反

転される。 
節点表示が On になって

いないと表示されない。 

６ 
 

透視図表示チップ 
構造物の解析モデルが透視図で

表示される。 
 

７ 
 

平面図表示チップ 
解析モデルの平面図が表示され

る。 
 

5.4 メニューと

ツールチップ

5.4.1 ツールバ

ーＡ 

*2  

*3  

*4  
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８ 
 

X 通り立面図表示チッ

プ 

解析モデルのX通り面の立面図が

表示される。 
 

９ 
 

Y 通り立面図表示チッ

プ 

解析モデルのY通り面の立面図が

表示される。 
 

１０  
通り芯番号前進図面

表示チップ 

立面図では通り芯番号が前進、平

面図では階層が上昇して、新たに

図面が表示される。 

 

１１  
通り芯番号後退図面

表示チップ 

立面図では通り芯番号が後退、平

面図では階層が下降して、新たに

図面が表示される。 

 

１２  
処理対象節点の切り

替えチップ 

処理対象節点として、通り芯節点

と実節点を切り替える。 
 

１３  
部材設定と消去処理

の切り替えチップ 

4 つの処理内容（2 点設定、集団

設定、1 点指示消去、集団消去）

を切り替える。 

 

１４  
通り芯・記号表示チッ

プ 

各図面の通り芯とその記号に関

し、表示と非表示を反転する。 
 

１５  
通り芯節点表示チッ

プ 

各図面の通り芯交点の表示と非

表示が反転する。 
この通り芯交点が消去

された場合は、その交点

は表示されない。 

１６  
ダイアログバー表示

チップ 

ダイアログバーの表示と非表示

が反転する。 
既定は表示である。 

１７  
ファイルへの保存チ

ップ 

各ファイルにデータを出力する

か否かを選択するためのダイア

ログを表示させる。 

 

１８  
新規解析モデルウイ

ザード起動チップ 

 
現在、利用できない。 

 

１９  図面出力チップ 
アクティブになっている図面の

出力を行う。 
 

２０  
新規ウインドウ表示

チップ 

新規の子ウインドウを作成し、表

示させる。 
 

２１  画面整列チップ＿１ 
子ウインドウをタイル状に整列

して表示する。 
モデラーの標準位置に

戻らない場合もあり、注

意されたい。 

２２  画面整列チップ＿２ 
子ウインドウを重ね、整列して表

示する。 
 

２３  画面更新チップ 
表示されている子ウインドウを

再表示し、更新する。 
 

２４  スケール変更チップ 
スケール（荷重、主軸矢印、アイ

ソメ図形倍率）の大きさ変更ダイ

アログを表示させる。 

 

２５  画面連動チップ 
子ウインドウに表示されている

部材が連動して赤色表示される。 
このチップを押すこと

で、On/Off が反転する。 
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２６  詳細表示チップ 
グループ番号、要素番号の赤色表

示機能を選択するダイアログを

表示させる。 

 

２７  
上記表示番号を先進

させるチップ 

上記機能に関するグループ番号、

要素番号を前進させる。 
 

２８  
上記表示番号を後退

させるチップ 

上記機能に関するグループ番号、

要素番号を後退させる。 
 

２９  
節点関連チェック用

チップ 

節点に関連する各種のチェック

を設定するダイアログを表示さ

せる。 

選択した節点は、当該ウ

インドウ上で赤く表示

される。 

３０  
ソリッドモデル表示

チップ 

透視図ウインドウでは、ソリッド

モデルに、各図面ではアイソメ表

示となる。 

この機能は、このチップ

を押すことで、On/Off が

反転する。 

３１  
アイソメ表示 90 度前

進チップ 

アイソメ立面図で表示されてい

ても、部材や節点が重なる場合、

90 度前進回転させる。 

この機能は、現在円筒座

標系のY面立面図でのみ

機能する。 

３２  
アイソメ表示 90 度後

退チップ 

アイソメ立面図で表示されてい

ても、部材や節点が重なる場合、

90 度後退回転させる。 

この機能は、現在円筒座

標系のY面立面図でのみ

機能する。 

３３  
ファイバー断面変更

チップ 

ファイバー断面の特性などを変

更するシステムを呼び出す。 
ファイバー用データの

み対応しており、他の特

殊データではエラー。 

３４  
登録メッセージの有

無制御 

部材を登録する際、多くのメッセ

ージを表示する。このメッセージ

の有無を制御する。 

この機能は、このチップ

を押すことで、On/Off が

反転する。 

 
チップ番号 1 から 17 は、既に 2.4.4 節で説明した。

ここでは、18 以降について解説する。チップ番号 18 は

新規解析モデルウイザードに起動を駆けるチップであ

るが、現在では利用不可となっている。チップ番号 19

は、アクティブになっている図面を印刷するチップであ

り、このチップを押すとプレビュー画面が表示される。 

チップ番号 20 は新規ウインドウを表示させ、チップ

番号 21 と 22 は、ばらばらになった子ウインドウを整列

して表示させる。また、チップ番号 23 はアクティブ画

面を再描画する。モデラーでの矢印やアイソメの図形倍

率を変更するには、24 番のチップをクリックする。図

5-4-1 に示す変更用ダイアログが表示され、ここで変更

することになる。 

部材の設定処理が正確かどうかチェックする機能として画面の連動

処理がある。連動チップ 25 番をクリックすると、On/Off が反転する。

On の状態でアクティブ画面上の図面を移動させると、そこで表示され

た部材が連動して他の図面で赤色表示される。 

図 5-4-1「倍率設定プロパティ」

ダイアログ
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さらに、詳細に部材設定が正確かどうかチェックする

ために、詳細表示チップ番号 26 をクリックする。これ

で、図 5-4-2 に示すダイアログが表示され、ここでグル

ープ表示か要素表示を選択すると、図面上にその番号の

部材が赤色で表示される。その番号を移動する場合は、

チップ番号 27 と 28 を用いる。同様に節点の設定が正確

かどうかをチェックするためにチップ番号 29 をクリッ

クする。ダイアログが図 5-4-3 として表示され、ここで

チェックすべき項目を選択する。選択した節点が図面上

で赤く表示される。 

チップ番号30をクリックすると、

透視図面ではソリッドモデル表示

となり、平面図、立面図ではアイ

ソメ表示となる。特に、アイソメ Y

面軸組図表示で円筒座標系が描画

されている場合は、チップ番号 31

と 32のクリックで 90度回転する。

最後に、設定した特殊断面データ

の変更を行うとき、チップ番号 33

をクリックする。これで断面ファ

イバーデータ作成サブシステムが

起動されることになる。このシス

テムの説明は他のマニュアルを参

照されたい。チップ番号 34 は、部

材登録の際、メッセージ表示の有

無を制御する。 

 
  
次に、図面に部材を割り付ける際に使用されるツールバーＢ内の各チ

ップの機能について説明する 
  

       表 5-2 ツールバーＢの機能 
 

チップ

番号 記号 名前 機能 適用 

１  
要素・断面作成チッ

プ 

要素・ファイバー断面などを作成す

る機能を呼び出す。 
 

5.4.2 ツールバ

ーＢ 

図 5-4-2「ウインドウ選択項目の

選択」ダイアログ

図 5-4-2「ウィンドウ選択項目の

選択」ダイアログ

図 5-4-3「節点における外力・質量・境界の有無

チェック」ダイアログ
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２  
はり部材設定チッ

プ 

はり部材をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

３  柱部材設定チップ 
柱部材をアクティブな図面ウイン

ドウに割り付ける環境を整える。 
 

４ 
 

ブレース部材設定

チップ 

ブレース部材をアクティブな図面

ウインドウに割り付ける環境を整

える。 

 

５  
せん断部材設定チ

ップ 

せん断部材をアクティブな図面ウ

インドウに割り付ける環境を整え

る。 

 

６  
免震部材設定チッ

プ 

免震部材をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

７  節点設定チップ 
任意な位置に実際の節点を作成す

る環境を整える。 
 

８ 
 

静的荷重設定チッ

プ 

静的荷重をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

９ 
 

動的荷重設定チッ

プ 

動的荷重設定をアクティブな図面

ウインドウに割り付ける環境を整

える。 

 

１０  
節点質量設定チッ

プ 

節点質量をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１１  境界設定チップ 
境界設定をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１２  剛床設定チップ 
剛床設定をアクティブな図面ウイ

ンドウに割り付ける環境を整える。 
 

１３  処理終了チップ 
部材や節点を割り付ける処理を中

止する。 
 

１４  
節点の 2重チェック
機能チップ 

通り芯位置の実節点の 2重設定をチ
ェックする。 

規定は、On の状態であ

り、このチップが押され

て表示されている。 

１５  
部材の 2重チェック
機能チップ 

部材の 2重設定をチェックする。た
だし、両端の節点番号が同一のとき

のみチェックを行う。 

規定は、On の状態であ

り、このチップが押され

て表示されている。 

１６  
通り芯再設定チッ

プ 

直行座標系の位置や通り芯名称の

変更を行うダイアログを表示する。 
この機能は既に設定し

た実節点と不適合にな

る可能性があるため注

意して使用されたい。 

１７  
通り芯のずれ設定

チップ 

通り芯のずれを設定するダイアロ

グを表示させる。 
 

１８  
他節点との変位同

一視チップ 

他節点との変位を同一視するデー

タを設定する。 
 

 
 上記でチップ番号１以外は、図面に部材などを配置する際に指定する

もので、指定前にアクティブとなっている図面で部材などを配置もしく
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は消去できる環境を構築する。この状態を解除するには、チップ番号

13 をクリックする。ここでもチップ番号 13 までは、既に 2.4.5 節で説

明した。ここでは、14 から 17 について解説する。 

 チップ番号 14 は、節点の 2重定義をチェックするシステムを On/Off

に反転するもので、規定は On の状態である。またチップ番号 15 は部材

の 2 重定義をチェックするシステムを On/Off に反転するもので、これ

も規定値は On である。チップ番号 16 は通り芯位置を再定義するダイア

ログを呼び出すもので、このダイアログで通り芯間隔や名称を変更する。

最後に、チップ番号 17 は、通り芯のずれを設定するダイアログを表示

させる。ここでは、通り芯交点のずれを設定する。この利用法について

は後節で説明する。チップ番号 18 は他節点の変位と当該節点の変位を

同一視する環境を整えるもので、後は図面上の 2節点指定で実施する。 

 
  
 モデラーのシステムメニューは、図 5-4-4 に示されるように、「ファ

イル」、｢表示｣、「設定」、「作成」、「加工」、｢ヘルプ｣に分類されている。

「加工」は、現在使用されておらず、また「ヘルプ」は、バージョン情

報が表示されるのみである。その他のメニューで、ツールバーと同一機

能を有しているものはツールチップの番号を示し、独自の機能はここで

説明する。 
 
 

 

 

 

 

 図 5-4-5 は、「ファイル」メニューの内容を示す。ここでは、主に、

画面への図面表示とファイルへのデータ出力を扱う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

5.4.3 システム

メニュー 

図 5-4-4 「モデラーのシステム」メニュー

１．新規画面作成：新規の子ウインドウを表示(A-20) 

２．モデル新規作成：現在では使用不可状態(A-18) 

３．ファイルへのデータ出力：モデラーで作成した各情報

をファイルに出力するため、ダイアログを表示させる

(A-17) 

４．画面印刷：アクティブな子ウインドウを印刷(A-19) 

５．アプリケーションの終了  

図 5-4-5 「ファイル」メニュー 

１ 
 
２ 
 
３ 
 
４ 
 
５ 
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ここでの機能はツールチップでも利用可能となっており、説明はそちら

を参照されたい。 
 図 5-4-6 は「表示」メニューの内容を示す。ここでは、主に図面表示

の変更や節点、通り芯などの表示などを扱う。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-6 のメニュー「表示」で「ウインドウ用ツールバーからステー

タスバー」までは、モデラー内の各ツールバーの表示と非表示を反転す

る項目である。表示されている場合は、該当表示項目にチェックマーク

が付いている。 

 メニュー最後の骨組透視図以降は、現在モデラーに表示されている図

面であり、チェックマークが付いている図面が、現在アクティブになっ

ていることを示している。 

図 5-4-6「表示」メニュー 

１．透視図表示項目設定： 透視図画面で表示に関連す

るダイアログを表示させる。ワイフレーム表示とソ

リッドモデルでは異なるダイアログとなる 

２．部材表示項目の変更： 部材の表示項目を変更する

ダイアログを表示する。ここでは、各図面で表示項

目を変更することが可能、規定は全ての部材を表示

となっている(A-34) 

３．立体骨組透視図表示：子ウインドウへの透視図表示

(A-6) 

４．骨組平面表示：子ウインドウへの平面図表示 

  ここでのサブメニューでは図面移動を行う

(A-7),(A-10),(A-11) 

５．骨組立面表示（Ｙ面）：子ウインドウへの立面図表

示。ここでのサブメニューでは図面移動を行う

(A-8),(A-10),(A-11) 

６．骨組立面表示（Ｘ面）：子ウインドウへの立面図表

示。ここでのサブメニューでは図面移動を行う

(A-9),(A-10),(A-11) 

７．通り芯の表示：通り芯記号を表示する(A-14) 

８．通り芯位置の節点表示：通り芯交点表示(A-15) 

９．図形の表示：アクティブな子ウインドウを印刷 

10．平面・立面図の移動：表示位置の前進・後退を行う

11. 節点・部材．要素の各番号表示：図形に該当する番

号を表示する 

12. 画面更新：アクティブウインドウを再描画する 

13. 新規ウインドウ：新規ウインドウを作成・表示 

14. ウインドウの分割表示：ウインドウのタイル表示 

15. ウインドウ重ねて表示：ウインドウを重ねて表示 

16. 部材番号：アクティブウインドウで部材番号表示 

17. 要素番号：アクティブウインドウで要素番号表示 

18. 節点番号：アクティブウインドウで節点番号表示 

１ 
２ 
 
３ 
４ 
５ 
６ 
 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
 
12 
13 
14 
15 
 
16 
17 
18 
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図 5-4-7 では、「設定」メニューを示す。ここでは、各種の設定を行

うためのメニューが並んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記メニューで 4 から 11 までは、5.7.4 節以降で説明されており、

そちらを参照されたい。また、メニュー番号 14、15、16（A-34,B-14,B-15）

は表示されている機能の On/Off の状態を反転させる。ここで、チェッ

クマークが付いている場合は、その機能が On になっていることを示す。

また、17 と 18 は、ソリッドモデルのカラー情報を入出力するダイアロ

グを呼び出す。この項目の説明は、次節かもしくは 3.15.11 節を参照さ

れたい。 

次は、図 5-4-8 に示す「作成」メニューであり、ここでは、主に CAD

で部材の割り付けを行う際に使用する機能をまとめたものである。これ

らの機能は、メニューで設定する替わりに、ツールチップをクリックす

ることで同じ機能を呼び出すことが可能となっている。解析モデルを実

際に設定する際、ツールチップを利用するほうが、作業効率は格段に高

くなると思われる。SPACE では、ツールチップを使用して作業を行うこ

とをお勧めする。 

図 5-4-7「設定」メニュー

１．構造ファイルタイトルの設定：タイトル

を入力するダイアログを呼び出す 

２．通り芯の設定・変更：設定ダイアログを

呼ぶ（B-16） 

３．通り芯のずれ設定：設定用だ亜ログを呼

び出す(B-17) 

12．部材回転行列の再計算：部材表示用の回

転行列を再計算する。 

13．特赦断面データの変更：ファイバー断面

の特性などを変更するシステムを呼び出

す(B-33) 

１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
５ 
 
６ 
７ 
８ 
 
９ 
10 
11 
12 
 
13 
 
14 
15 
16 
17 
18 
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本節では、プルダウンメニューの内容について説明する。アクティブ

な子ウインドウ上でマウス右ボタンを押すことで、図 5-4-9 に示すプル

ダウンメニューが表示される。ほとんどの機能は、ツールチップから呼

び出すことが可能となっており、表示項目の選択や図面の移動は、ツー

ルチップがより便利であり、そちらの使用をお勧めする。 

図 5-4-8「作成」メニュー 

5.4.4 プルダウン

メニュー 

１．：節点・部材作成・消去処理の取

り消し：このメニューを選択す

ると、最も新しい部材などの割

付あるいは消去が取り消され、

元の状態に戻る 

２．：チップ番号（B-1）参照 

３．：（B-2） 

４．：（B-3） 

５．：（B-4） 

６．：（B-5） 

７．：（B-6） 

８．：（B-7） 

９．：（B-9）動的荷重を設定する 

10．：（B-10） 

11．：（B-11） 

12．：（B-12） 

13．登録した要素データリストを表

示する 

14．グループ別で部材の集団削除を

実施する 

15．部材、要素、特殊断面で削除デ

ータを実際に取り除く 

１．透視図表示項目設定：設定用ダイアログ

を呼び出す。ワイヤフレームかソリッド

モデル表示かで表示されるダイアログ

が異なる 

２．OpenGL 用描画データの入出力： 

OpenGL 描画用データの入出力を設定す

るダイアログを表示させる。ここでは、

図3-15-9,10に示すようにデータの出力

と入力ダイアログを呼び出すことにな

る 

出力データは、現在アクティブになって

いるウインドウに表示されている状態

（色、光など）が該当し、また入力ファ

イルからこの OpenGL 描画用データの入

力用ダイアログを用いて情報を入力す

ると、アクティブなウインドウのソリッ

ドモデルが直ちに入力したデータを用

いて再描画され、図形の色彩が変更され

ることになる 

図 5-4-9 プルダウンメニュー 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 

１ 
 
 
２ 
 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
 
８ 
 
 
９

10 
11 
12 
 
13 
14 
 
15 
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 ここでは、メニューの最初の透視図表示項目設定と最後の OpenGL 描

画用データ入出力について説明している。他のメニューの機能は、ツー

ルチップの項目で図面の表示は A-5 から A-9、また、図面の前進・後退

は A-10、A-11 と同じである。 


